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条件設定が1カ月から10分に劇的迅速化 2
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配向性の偏りも改善し撮影枚数も激減 3

→試料を傾斜して
撮影する必要性

→配向性が
大幅に変化

GAPDH: 
Glyceraldehyde 3-phosphate dehydrogenase)

従来法 固定化法

粒子の配向に偏り

2) 局在化

3) 氷の厚み

4) 配向性の偏り

Mo アモルファス氷1）タンパク質濃度の調整
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従来法 固定化法
画像数 4,415 241

有効な粒子数 813,828 88,731
画像あたり有効な粒子数 184.3 368.2

分解能 (Å) 2.3 2.15

1/20以下の画像数で
より高分解能に到達

大幅な効率化
（撮影時間2時間）

2.9 2.1 Å2.5

実例その１：Protein-Bの構造解析(Cryo-EM) 4



5既に多くの実績あり。コロナXBB株の抗体解析も

プラットフォーム構築中（共創本部）
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VHH抗体複合体: 3種
Fab抗体複合体: 3種

2種
変異体: 2種

SARS-CoV-2 スパイクタンパク質

BA.4/5株
IC50= 0.29 μg/ml

→ 優先権出願（特願2021-170471）

BQ1.1株
IC50= 4.20 μg/ml

XBB株
IC50= 0.45 μg/ml

抗体医薬品開発の
加速化にも貢献

試料取得後
3日で解析完了



企業様との共同研究を募集！
あなたの蛋白で解析してみませんか？

・守秘性の高い開発化合物との複合体解析も実績あり

・クライオ電顕は大阪大学の設備を使うので不要

・蛋白液５μｌ（ 0.1～１mg/ml）でＯＫ

すでに何社もの会社様が利用されています。
まずは、お試し共同研究で性能を確かめてください
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